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１ 派遣期日 令和元年度１１月１５日（金）

２ 研 修 先 会場名：横須賀市総合福祉会館 （学校名：横須賀市立田浦小学校）

所在地：〒２３８－００４１ 神奈川県横須賀市本町２丁目１

会場名：横須賀芸術劇場

所在地：〒２３８－００４１ 神奈川県横須賀市本町３丁目２７

http://www.schoolnet.edu.city.yokosuka.kanagawa.jp/schoolnet/element/106taura/index.htm

３ 研修内容

（１）視察校における研究への取り組み

研究主題 ：音・人・心 ともにつなげる 音楽の力

研究の視点：「ワクワク・ドキドキ感を実感する授業・指導の工夫」

「児童・生徒が主体的に学び協働し合う学習活動」

「学びの連続性・系統性を考えた授業づくり」

横須賀市立田浦小学校では，これら３つの視点を基に「児童・生徒が主体的・協働的に音

楽を学んでいく授業づくりの工夫」を進め研究を行ってきた。研究の視点は以下の通りであ

る。

①「ワクワク・ドキドキ感を実感する授業・指導の工夫」について

音楽のよさや楽しさを感じるとともに，思いや意図をもって表現したり味わって聴いた

りする力を育成し，音楽と生活との関わりに関心をもって，生涯にわたり音楽に親しむ態

度を育むこと等を重点においている。これらの充実を図るために，以下の具体的な手立て

を挙げている。

〇音楽的な見方・考え方を働かせた学習指導計画の設定

・知覚と感受のつながりを意識した授業づくり

・学習のねらいに沿った場面設定の工夫

・魅力的な音楽との出会いの場の設定

②「児童・生徒が主体的に学び協同し合う学習活動」について

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるには，学習を振り返る場面

や対話によって自分の考えを広げたり深めたりする場面の設定をどこにするかが重要にな

る。また，教師の大切な役割として，児童の表現の変容をとらえて，具体的に伝え，価値

づけ，全体で共有しそれぞれの表現の良さを認め合う体験を積み重ねていくことが大切で

ある。本研究では，学習活動の実現に向けての手立てを，以下のように挙げている。

〇学ぶ意味や自らの成長を実感できる学習活動の設定

・思考する場と対話する場，伝え合い共有する場

・学習の見通しを立てたり，次の活動に生かしたりするための振り返りの場

〇教師の役割の明確化

・思考，判断し，表現する過程を大切にした学習活動

・子どもの期待感や困り感に寄り添った支援と声かけ（価値づけや認め合い）

③「学びの連続性・系統性を考えた授業づくり」

小中学校の授業を一層充実させるために，学年間・校種間等の連続性や系統性を踏まえ

た授業を行うことが大切である。音楽科としての「資質・能力」の育成を目指すには「児

童・生徒の発達段階や学習の系統性を考え」「学習を積み重ねる」「繰り返し，継続的に



学習を進める」授業づくりを行っていくことが大切であると考える。

〇題材配列や題材内の教材配列を考えた授業づくり

〇領域・分野の学びの往還を意識した題材構成

・学年間の題材や，小中のつながりを考えた授業づくり

４ 感想

今回授業を参観して印象に残ったことは，音楽科の授業においての流れやルールが決めら

れていることと，子どもたちの活動時間が十分に確保されているところである。

授業開始前には，貨物列車という馴染みのある曲を担任が演奏し，それに合わせて子ども

たちが歌いながらジャンケンを行いゲームを進めていく。この取り組みは，音楽科の授業前

には必ず実施しているという。この活動時間は５分程度であったが，たくさんの音楽的要素

が盛り込まれていた。１回目では，曲が終わると同時にペアが作られ，軽快なリズムのもと

「アルプス一万尺」を行う。その後，ジャンケンをしていくつかの列車ができていく。この

ような，リズム遊びや音階を使った活動を３～４回取り入れたのち，チームが２つになると，

最後は「かえるのうた」の輪唱が行われた。リズム遊びや合唱は，どの児童も楽しそうに一

生懸命取り組んでいた。それと同時に，貨物列車をしている最中に誰と出会っても，奇数に

なって相手が見つからなくても，みんなで助け合う雰囲気が感じられた。

また，授業の開始や話し合いの終了，活動開始の合図は，全てピアノの音で指示されてい

た。１時間を通して，常に音楽を感じる空間づくりが施されていたことに感動した。

音楽づくりの学習においては，

教師が用意した参考資料をもとに

音のつなぎ方の説明を行い，注意

点を話すと子どもたちはすぐに制

作に取りかかる。要点を抑えた少

ない説明で，子どもたちは自分た

ちの感性をのびのびと生かしてい

たように感じた。教師は，児童の

感覚を大切にしていた。どういった音が正解なのか，どんな音を使うとどんな感じになるの

か，一切アドバイスはせずに，実際に音を出して演奏させる。今回はグループでの活動であ

ったため，次第に「最後の音がドだと，終わりっぽいね。」「八分音符がここに入るとまだ

曲が続く感じがするよ。」などと声があがり，どのグループもまとまりのある曲ができあが

っていた。自分たちで試行錯誤することにより，「分かった，できた」という喜びを味わう

ことができ，音楽の楽しさや面白さを感じることができていたように思う。

実際に演奏する楽器は，リコーダーかミニグロッケンのどち

らかをグループで選択して用意していた。ミニグロッケンは一

人一台自分の物があり，楽器も充実していると感じた。また，

ミニグロッケンは，今回使わない音はあらかじめ取り外してあ

り，模範演奏時に音を間違ったり迷ったりすることもなく，時

間を有効に使えていた。

最後に，振り返りの場面では，試行錯誤を経て自分が気付い

たことなどを振り返らせ，自身の変容に気付けるような声掛け

をしていた。

今回の授業参観を通して，普段からの積み重ねの大切さを感じ，さらに学級経営の在り方

を見直すきっかけとなった。子どもたちが，より楽しくよりたくさんのことを吸収できるよ

うに，学級の実態に合った授業展開をしていきたいと思う。


